
様式４：地区連絡会議報告書

１　活動の日時や時期、場所等

２　地区の特徴、状況、課題

３　課題解決に向けた活動（農地利用の最適化推進の取組と工夫）

４　活動結果

○　情報・意見交換 1.5 時間

○　担い手への集積 a　増加

○　遊休農地面積 a　解消

○　新規就農者 人　支援

○　統一運動計画について

○　農地利用最適化のスローガンについて、地区ごとに目標を検討する。（神足、海印寺、乙訓）

○　2022年に向け委員が特定生産緑地について学ぶ必要があることを認識

長岡京市役所

○長岡京市の農地面積は約２００ha

○その内約６０ｈａが生産緑地、宅地化農地約10ha

〇全てがほ場整備未実施

○　日時（時期）：

○　場　　　　 所：

○　出　 席　 者：

○　報　 告 　者：

農業委員１3人、最適化委員３人
委員以外4人（市職員）

担い手への
農地利用の
集積・集約化

遊休農地の
発生防止・

解消

新規参入の
促進

その他
（農業委員会の
体制強化等）

○　まず、都市計画部局が特定生産緑地制度の説明を農業委員会で実施するよう要望する

○

○

○　

農業会議現地推進役車古・濃野

８月５日　１３:４５～１5：0０

○「長岡京市地区連絡会議」

（京都府長岡京市全体地区連絡会議）（第2回）

京都府


